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中には大阪美術協会第一回展覧会（1922年1～ 2月）、森永
製菓株式会社主催の「欧米ポスター展覧会」（1922年3～ 4
月　大阪府立商品陳列所援助）、第9回二科展（1922年10
～ 11月）が開催されたようだ。展覧会歴については『最近
十年の大阪府立商品陳列所』（大阪府立商品陳列所　1927年）
の「本所陳列諸会一覧表」に詳しい。
13	 竹内幸絵『近代広告の誕生　ポスターがニューメディアだっ
た頃	』（青土社　2011年）は、それまで美人画一辺倒だっ
た日本のポスターの貧弱さを露呈させた契機として「大戦ポ
スター展」（1921年）を挙げている。さらに翌年相次いで刊
行された『大戦ポスター集』や『最近仏蘭西ポスター集』の
影響も指摘している。遠近感や写実性を排した平面的かつ形
式的な表現がこの頃を境に「単化」様式として推奨され、構
成主義の移入とともに1930年代以降大流行した。
14	 未来派や構成主義といった前衛芸術の日本における拡がりに
ついては、五十殿利治『大正期新興美術運動の研究』（スカ
イドア　1995年）に極めて緻密にまとめられている。本項
でも多くを参照した。
15	 打朗生「最新式未來派の飾窓背景」（『実業界』第14巻第5
号　	早稲田同文館　1917年5月　496-497頁）
16	 長井千晴・宮崎清「大日本窯業協会雑誌の意匠標本にみる陶
磁器デザインの変遷」（『デザイン学研究』第54巻第5号　
2008年1月　1-10頁）
17	 足立裕司「武田五一とアール・ヌーヴォー－武田五一研究（2）
－」（『日本建築学会計画系論文報告集』	第357号　1985年
　97-111頁）を参照。
18	 三越と白木屋の着物図案にみるセセッション式の影響につい
ては、原田純子「大正期の和服におけるセセッション式模
様について」（『日本服飾学会誌』第19巻　日本服飾学会　
2000年　47-53頁）に詳しい。
19	 1913年（大正2）3月、高島屋は呉服・染織図案を創作する
機関として高島屋京都店に百選会を創設した。高島屋呉服担
当や図案家、有識者によって構成される学際的組織で、そこ
で決められる趣意書や流行色をもとに全国の産地が図案や商
品を製作し、東京・大阪・京都の店舗で陳列・販売された。
高島屋のPR誌『新衣装』1913年12月号では欧米の流行と
してマルホフ式が紹介され、流行を仕掛けたといわれる。
20	 マルホフ式流行の様相については、清水愛子「工芸の近代化
における建築家の役割について　―武田五一の図案指導(マ
ルホフ式図案)をてがかりに」（『建築史学』	第39号　建築史
学会　2002年9月　2-13頁）を参照のこと。また日本にお
けるアール・ヌーヴォーの影響については、展覧会図録『日
本のアール・ヌーヴォー　1900-1923　工芸とデザインの
新時代』（東京国立近代美術館　2005年）で詳細を知ること
ができる。
21	 工芸分野での表現主義の受容は、西欧からの造形的影響を直
接示すものと、大正期の生命主義と結びついて植物モチーフ
を有するものとに大別される。後者については、伝統的植物
表現がもつ意味性や自然主義的描写を脱し、野菜や雑草など
ごく日常的モチーフを使うことで生命力や日常性そのものを
表現することが目指された。伝統を乗り越えるために日常性
を尊び、そこから新たな芸術を作り出していこうとする作家
たちが工芸団体「无型」を結成（1926年）したのはよく知
られている。芸術と日常生活の統合という意識は当時ひろく
共有されていたのである。ちなみに日本における表現主義の
展開については展覧会図録『躍動する魂のきらめき　日本の
表現主義』（東京美術　2009年）に詳しい。
22	『高島屋百選会百回史　1906-1971』　高島屋本社業務部　
1971年　285頁
23	『百選会図録　第19回』　芸艸堂　1922年
24	 青木三保子「大正・昭和初期の着物図案に見られるヨーロッ
パの芸術思潮の影響」（『神戸ファッション造形大学短期大学
部研究紀要』第33号　神戸ファッション造形大学　	2009
年　1-15頁）
25	 前掲（註1）　185-192頁
26	 島田佳矣「意匠圖案の明治と大正」（『現代の図案工芸』第
75号　1920年8月　11-12頁）
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